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ベ トナム子ども基金通信

校庭で体操をする中学生 (ハノイ・スンラ中学校 )

2年 ほ ど前に夕張を訪れたこ

とがあ ります。以前か ら夫は 自

分のルーンを知 りたい とい う願

望があ り、還暦 を迎 えやつ と実

現 した旅で した。戸籍謄本 を頼

りに市役所で墓籍簿を調べても

らいま した が墓石 は見つ か ら

ず、たぶんあの辺 りに住んでい

ただろ うとい うことくらい しか

分 か りませ んで した。 それ は

『幸福の黄色いハンカチ』のロ

ケで使われた炭住 (炭鉱で働 く

人の住宅)辺 りで した。町を歩

き回つた後、石炭博物館へ寄 り

当時の写真を見ました。採炭の

仕事を終え、 トロンコに乗つた

すすだ らけの炭鉱夫の姿だった

り、大きな湯船で仲間と一緒に

笑いながら入つている姿だった

り、自分の父親の姿を探 してい

るように見えました。

東京オ リンピックを機に日本

の高度成長時代が始ま り、団塊

の世代 といわれる夫は 「子 ども

の寝顔 しか記憶 にないか らな
…」 と言いながら初孫をぎこち

ない手つきで抱き、かたわらに

は里帰 りした長女が洗濯物を畳

んでいます。いつの時代も親は

子 どもを育てるために一生懸命

働き、その先には未来や希望が

あると信 じて 日本人は生きてき

ました。

縁あってベ トナム子 ども基金

に参加 させていただいてお りま

す。アジアの子 どもたちが平等

に教育を受 け、 自国の文化や伝

統を受け継 ぎ、プライ ドを持つ

て次世代にバ トンタッチを して

ほ しい と思います。幸せはほん

の少 しの優 しい言葉や手助 けで

感 じるものです。ベ トナムの子

どもたちのほほ笑みは支援 して

いる私たちが幸せ を分けてもら

つているような気が します。

ささき  かずこ

(佐々木 和子 )
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2009ベトナムスタディツアー
ともい えない郷愁 を覚 えま2009年 のツアーは10月 10日 出

発 で 15日 早朝帰 国 の現地 4泊
(ハ ノイ 2泊 、フエ 2泊 )で行

われま した。参加者 は 日本か ら

の 6名 に加 えて、通訳案内役の

青葉奨学会のシュン氏、昨年の

ツアーでも同行 して くれたタン

ロン大学学生の トゥー さんの 8

名で した。
ツアーの第一の 目的である里

子 との交流は、今回は個別訪問

ではな く、ハ ノイ、フエ周辺の

里子たちに集 まってもらい、パ

ーテ ィーを開きま した。パーテ

ハノイでの里子との交流会

ィーには、里子の保護者や青葉

奨学会の現地 コーデ ィネーター

で千葉大留学後にハ ノイで起業

したフォンさんや、国際交流基

金ベ トナム 日本文化交流セ ンタ
~ス タンフの横 山さんが参加 さ

れ、盛況 とな りま した。 とりわ

け、各地のコーデ ィネーターの

方々 と接す ることができ、私た

ちの奨学金が多 くの人たちの手

助 けによつて里子たちに渡 され

ているとい うことを実感 しま し

た。

歓談で盛 り上がる中、子 ども

たちの 自己紹介では将来の進路

や夢が語 られ、歌 も披露 されま

した。私 も同行の トゥー さんに

前 日に訳 してもらつたベ トナム

語のあいさつをしたのですが、
どこまで通じたことや ら。
また、フエでの交流会では、

参加者の神谷 さんの指導による

和紙人形やヤジロベエ、のぞき

眼鏡作 りに、子 どもたちは熱心

に興 じていました。

もうひ とつのツアーの 目的で

あつた教育施設訪 問は、ハ ノ

イ、フエの小中高校のほか、孤

児施設や養護クラスのある学校

も回ることができました。現地
のコーディネーターの方々の計

らいで、思いがけず学校の校長

先生たちから歓待を受け、恐縮
してしまいました。

有名校 ばか りの訪 問 とはい

え、先生、生徒 ともに熱心な授

業風景に感銘を受けま した。一

方で、孤児を受け入れているハ

ノイのボデ寺で暮 らす捨て子の

乳児たち一。 こうした子 どもた

ちをはじめ、不幸な坑遇に生ま

れ育 ったがために、その人生

を、将来の可能性を制限されて

しま うことはなんて悔 しいこと

か。その素晴 らしい才能や高い

人格を開花 させ ることなく埋も

れ させて しま うなら、 とても残

念です。彼 らのみならず、私た

ボデ寺での孤児とボランティア

ちの未来にとつても大きな損失

で はない で しょ うか。 そ の才

能、人格 によ り、 これか らの世

界が改善 され るかもしれないの

イこ。

日中の 日程 を終えて、ハ ノイ

の夜は、ツアーの際にはいつ も

お世話になるムイ先生のご厚意

で、先生が学長 を務 めるタンロ

ン技術学院の食堂で、市場で仕

入れてきた食材 を使い、みんな

でベ トナム料理教室 とな りま し

た。裸電球の下で車座 にな りな

が ら春巻 きを巻いていると、な

学食でベ トナム料理教室

一方、フエの夜はフエ郊外の

ミーアン温泉に宿泊 しま した。

元は 日本企業の出資だった とか

で、 「Onsen」 とそのまま 日本語

の名前です。プール式の温泉で

すが 自濁で温度 も高 く泉質はな

かなかのもので した。イ ンター

ネ ッ トでの予約で したが、支配

人が とて も親切 に対応 して くれ

て、思い出深いホテル とな りま

した。 もしフエに宿泊 され るこ

とがあればおすすめ します (My

An Onsen Spa Resort) 。

今回のツアーでは、観光地見

学は少なめで したが、多彩な人

たちとの出会い と交歓があ り、

とても有意義で感動的な旅にな

りました。 とりわけ、たくさん

の子 どもたちに接することがで

きたことは、顔の見える支援を

していく上で強い動機 とな りま

す。
さて、今年のツアーでは、ど

んな出会いや心動かす出来事が

あるのでしょうか。

くろは ひろし

(黒羽 宏 )

フエでの里子との交流会 サダンろう学校の子どもたち
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特定非営利活動法人「ベ トナム子ども基金J

が設立認証されました

昨年 より進めてきたNPO法人化が昨年 10月 15日 付で認証 され、新たに 「ベ トナム子 ども基金」
として出発 しました。
主な活動はこれまでと変わ りあ りませんが、名称が子供→子 どもと変更になっただけでなく、

今後は世間での認知度を高め、支援の輪をよりいっそ う広げていき、新たなプロジェク トも開始
していきたいと思います。そのためにも、会計報告や活動報告、年間計画などをより明確にして
いきます。 どうぞ継続 して、ご支援をお願い します。

特定非営利活動法人 ベ トナム子 ども基金
理事長  近藤昇

副理事長 中原 TEl夫

理 事 小木曽友 萩野正司 南康雄 奥山義夫
監事   黒川厚雄 岡村進

運営委員 近藤界 中原和夫 南康雄 奥山義夫 黒羽宏 今井幸恵 上野義美
吉原 とも子 本間きく 小河原理枝 原二郎 樋川好美 (事務局長 )

任期は平成 23年 5月 31日 までとする。

ホゥエさんのこと～小木曽友さん講演から

昨年 12月 19日 にはベ トナム子 ども基金発会式を行い、 (財)ア ジア学生文化協会理事長の小木曽友 さ
んによる記念講演 「ホゥエ さんのこと」が行われました。

0ホ クエ さん との付き合いは、ホ ゥエさんが1964年に京都か ら東京大学の修士課程で理論物理を勉強

するため上京 し、穂積先生の主宰する新星学寮に入寮 したときから始まった。

● '74年、ベ トナム戦多が最終局面を迎えようとしていたころ (いわゆるサイゴン陥落は'75年 4月

末)、 ホゥエさんはベ トナムに帰国することを決意。周 りの日本人はすべて帰国に反対 していたが、
ホゥエさんの決意は変わらなかった。当時、在 日ベ トナム留学生は、べ平統 (ベ トナムの平和と統一

のために闘 う在 日ベ トナム人の会)と 、ホゥエさんのように反米・民族主義の立場をとるグループの

2つに分かれていた。

●'85年 ごろ、ホゥエさんから前ABK理事長の田井重治さんと岡村進 さんに、解放後初めてベ トナム

語で手紙があり、消息が分かつた。 '90年、ABKは ホゥエさんを1か月間日本に招待 し、高度成長 した

日本をくまなく見てもらつた。戦後にできた社会主義政権下でも、ホゥエさんは、反米・民族主義の

立場が評価されて、再教育センターに行 くことを免れたそ うである。

0日 本にいるときから、埼玉県小川町や静岡県富士市で製紙業の研修を受けるなど、帰国後に備え

て、祖国の再建に役立つような技術を学んでいた。戦後、新政権の要請を受け、10か所の製紙工場を

建設 した。アメリカの空爆を受けた橋や戦車の残骸 (ざんがい)か ら鉄材などを入手 し、手作 りで機

械を作った。こうした機械はその後長 く豫働 したと聞いている。

01か月間の日本見学旅行から帰国後、祖国の再建のためには日本の進

んだ科学技術の導入が不可欠であると感 じたホゥエさんは、まずベ トナ

ム人が日本語を学ぶことが必要であると考え、'91年、 ドンズー 日本語

学校を設立した。 ドンズーを支援するため、ABKは 「ドンズーを支援する

会」をボランティアで作 り、 日本人の先生をベ トナムに送ることに尽力

した。また2人 のベ トナム人 日本語教師を訓練のため、半年間ABK日 本語
コースに招へいし、研修を受けてもらった。
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2009年決算報告書
2009年 1月 1日 ～10月 31日

項 目 A2009年予算額 B2009年決算額 B―A差額

*J又入

当期里親基金 (一般 ) 5.650,000 3,911,020 ▲ 1,738,980

当期里親基金 (学生 ) 0 20,000 20,000

当朝 ― 股基 金 330,000 154.000 ▲  176,000

当期賛日 220,000 91,080 A128,920

黄 500.000 1,413,338 913,338

利息 その他収入 500,000 127,425 A372,575

当期総収入 7,200,000 5,716,863 Al,483,137

雨 馴 繰 1,231,795 1231.795 0

収入合計額 8,431,795 6,948,658 Al,483,137

*支 iJ
4,400,000 1.652.164 A2,747,836

梅 金 1.300,000 1,453,569 153,569

その他支 帯
を
展

600,000 185.080 A414.920

支援金額合計 6,300,000 3,290,813 A3,009,187
又
土

秦 法 腎 200,00C 88.920 ▲ 111,08C

事務所費 H会議 15000C 19,300 ▲ 130,70C

E口 用1: 阜ロコビー 250,00C 198,267 ▲ 51,733

通 信 50,000 81,600 31,600

年会 晉 日参 加晉 0 0 0

備 品日消耗品購入 40,000 29,985 ▲10,015

スタッフ活動 !

ホーチミン事務局 0 0 0

東京事務局 360,000 0 ▲ 360,000

員害保険 ビザ取イ 0 0 0

交通費(ホーチミン) 0
ｎ
〕 0

交通 (東京 ) 350,000 73,700 ▲ 276.300

節 管 日辰込み手数料 60,000 70,045 10,045

当 馴 1,460,000 561817 ▲ 898,183

董期1 671,795 3.096.028 2,424,233

*当期繰 尾金差額 671,795 3.096,028 2,424,233

2009年 11月 ～

2010年3月 の予算

2,000,000

10,000

70.000

40,000

200,000

60,000

2,800,000

3.296028

8,476,028

3.600.000

50,000

500,000

4,150,000

100.00C

100.00C

50,00C

40,000

0

10.000

0

50.000

0

0

50,000

10.000

410.00Cl

3,916.028

普通預金 みずほ銀行駒込支店(一般回) 1,101,209

みずほ銀行駒込支店(貢梅口) 1,423,914

みずほ銀行駒込支店 (nifty) 20,852

郵便振替口座文京グリーンコート(一般回) 252,000

郵便振替口座文京グリーンコート(貢梅口) 0

便貯金文京グリーンコード(経費支出用 ) 272,861

現金 25,192

合計 3,096,028

注意 :10/15を もつてNPO法 人になりましたので、

終会計報告です。今後はNPO法人化に伴い、

算月となります。11月 ～3月 までのNPO法人

口改めてお知らせします。

旧任意団体としての「ベ トナム子供基金」の最

これまでの会計期間 (1月 ～12月 )か ら4月 起
「ベ トナム子ども基金」としての会計報告は後
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里子訪問雑感

里子のグエ ン・ ゴック・ クイ
ンさん とは初対面である。履歴

書の写真 よ りも大人びていて、

想像以上に聡明で しつか りして
い る とい う印象 の 8年 生 だ っ

た。 家族 は、お父 さん、幼 い

弟、おばあさんの 4人 である。

通訳ガイ ドのスァンさん とジャ
ンさんの案内で訪ねた家では、
おばあさんが快 く歓迎 して くだ

さった。 クイ ンさんは、私に大

きな、美 しいベ トナム刺 しゅう
の されたテーブルセ ンターをプ
レゼ ン トして くれた。ハスの花
の赤が背面の青色に際立って見
える。 クインさんは、 日本の文

化な どに とても興味を持ってい

るよ うで、以前、手紙で 「里親
さまは着物 を着 られますか ?」

と書いてきたことがあった。会

話の中でそれが話題 とな り、私
は娘の成人式以来着ていなかっ

たので、そ うい うことを話 した

が、彼女が奉仕活動な ど積極的

に していることが納得できる気
が した。部屋 には仏壇があ り、

祈 りは 日本 と同 じだ と感 じた。
おばあさんは、いろいろ果物や

お菓子を出 してもてな して くだ

さつて、会話が進んだ。いつ も

詩 を書 いて い る とお つ しゃ つ

て、1枚 のA4判 の紙に書かれた

詩 を見せ て くだ さった ので あ

る。 「Tinh cam gia dinh](家族
への気持ち)と タイ トルが大き

く書かれている。家族への慈愛
がこんなに深いのだ と感 じた。
日本流にいえば韻 を踏んでいる

よ うで、 リズムがあった。私が

文字をなぞるのをクイ ンさんは

丁寧に読んでくれた。
翌々 日は、クイ ンさん と一緒

にホー・チ・ ミン廟 を見学 して

回 つた。 至 る所 に掲 げ られ た

2010年 4月 5日 (月 )ベ トナム子ども基金通信第49号

「謹賀新年」の 「Chuc mung nam
moi」 の言葉を、私が覚えたばか

りのベ トナム語で口に出すのを

彼女 は笑 つて一緒 に正 しい声
調、発音で言つてくれた。私は
この言葉が好き、と言つて 「Van
su nhu y」 (万事如意)を 口に
した。いろんな願い、希望がか

な うとい うことらしい。楽 しい

ひ とときだつた。

私はスァンさん、ジャンさん

たちの案内でベ トナムの観光地

をた くさん訪 ね る こ とが で き

た。オー トバイの放列の中、交

差 点 を向 こ う側 に突 き進 む の

は、 日ごとに快感 になっていっ

た。ホーチ ミン市では、市場、

中央郵便局、聖母マ リア教会、

独立宮殿 と呼ばれた統一会堂な
どを訪れた。統一会堂では大統

領夫人になったよ うな気分で大

絵 画 の前 の いす に座 って ポー

ズ。 フランス統治時代の上品 さ

が漂 う。水上人形劇の観濠1は か

わい らしく楽 しかったが、一方
で戦争証跡博物館では、 目を覆
いた くなるよ うな悲惨なシー ン

が戦争 の傷 あ とを生 々 しく伝
え、訴 えか けてい る よ うだ つ

た。
ミ トーは、旅の最後。 メコン

デル タのクルーズは、広大な茶
色の濁 ったメコン川 をモーター

つきの木造船 に乗 り込み、進ん

でい く。熱帯の水辺の風 を感 じ

なが ら、川幅の広 さも、空の面

積の広 さにも圧倒 されていた。
島に着き、呆樹園を抜 け、今度
は小船で細い水路を分け行 く、
ま さに 「ジャングル クルーズ」
である。すげが さをかぶ り得意
になっている自分がいるが、落
ちそ うな ときもあ り、ス リル満

点だ。マ ンゴーや、パパイヤ、
ドラゴンフルーツな どほおばっ

ていつぱい食べた。

今回、知人宅に数 日ホームス

テイ させていただいたが、大歓
迎 してくださつたのはとてもう
れ しかつた。そのお宅ではお正

月でもあ り、親族がたくさん集
ま っ た。 子 ど も、 孫 ま で 。
「chuc mung nam moi」  で乾杯で

あ る。 お年 玉 を頂 くのは 日本 と

同 じ、 しか し、頂 くとき、抱負

とか、希 望 とか メ ンセ ~ジを言

うのである。

大みそかは花火が威勢よく上

が り、美 しく夜空を染めた。ラ

イ トアンプされた樹木や花や物

売 りの派手な衣装まで鮮やかに

浮かび上がって、街はにぎやか
だった。お正月は夜 とはまた違
つた様相を見せた。メインス ト
リー トは、美 しい花 、花 、花
で、若い人も、老人 も、カ ンプ
ルも、外国人もみなぐちゃぐち

ゃになって交 じつて歩 く。みん

な、きれいな服を着て。アオザ

イもさまざまな色で、思わず振
り返つた。 この不思議な活気の

中に、私の心もつ られて浮き立
っていた。カンザン (Canh Dan

庚寅)と 書かれ、 トラの年を祝

う。花を愛する人たち。エネル

ギッシュに生きる人たち。体も
顔 も熱 く、 目が合 うと知 り合い

のような人なつっこさで、こち
らを見つめる人たちが、なぜか

忘れ られない。
今 回の訪 問ではた くさんの

方々に、大変お世話になった。
クインさんが書いてくれた 「感
謝の気持ちを忘れず、ご期待を

裏切 らない よ うに学び続 けま

す」のメンセ~ジや、おばあさ
んがくださった 「詩」をいつも
持ち歩いている。感謝、感謝。
Xin cam on.

きくち さちこ

(菊池 幸子 )

イ
ｍ雨
ＮＡＭ画
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トナムからの

里親 さまへ

私は、 H・ ムン・ニエの母で

す。長い間お手紙 を したためて

いな く、申し訳あ りませんで し

た。里親 さまの状況をお伺い し

た く、本 国この手紙 を書きま し

た。里親 さま とご家族 ともいか

がお過 ごしで しょうか。お仕事

も順調なので しょうか。お子 さ

んたちは、お勉強を頑張つてい

るので しょうか。

私たちの家族は、おかげさま

で元気 に過 ご して い ます。 現

在、私の一番上の姉 と子 ども6人

と私たち夫婦の9人 で一緒に生活

しています。子 ども6人 の うち、

男 の子 が 3人 で女 の子 が 3人 で

す。男の子3人 とも、学校を中退

しま した。上の2人 の女の子は学

校に通つてお り、一番下の女の

子がまだ4歳です。私たちの家族
の経済状況はかな り厳 しく、男
の子を通学 させ る余裕があ りま

せんで した。夫は持病があ り働

けな く、 日雇いの仕事を してい

ます。そ して耕作用地 も足 りな

く、農業 と日雇いの仕事で生計

を営んでいるので、子 ども全員

を学校 に通わせ ることができま

せん。 H・ ムンは6年生で、長女

は8年生です。男の子たちは、 7

年生 と8年生のときに中退 し、仕

事の手伝いをしています。

日本 にいる里親 さまのことを

いつ も思 ってい ます。 日本 の

方々のおかげで私たちの子 ども

を含むベ トナムの多 くの子 ども

たちが大変助かつています。青

葉奨学会のおかげで子 どもたち

に学用品や服、学習机 を買 うこ

とができま した。私たちの経済

能力では買えないものばか りで

す。言葉では表現 しきれないの

ですが、感謝の気持 ちを申し上

げます。今まで H。 ムンに援助

してい ただい た こ とにつ い て

は、私たちは一生忘れません。

昨年、里親 さまより定規が入
つているお手紙や、里親 さまご

家族の写真 を頂 きま した。遠 く

離れた 日本か ら頂いた写真 を見

て とても感動 し、大切 に してい

2010年 4月 5日 (月 )ベ トナム子ども基金通信第49号

ます。私たちは、里親 さまやご

家族を忘れません。なぜなら、

遠 く離れていても私たちの家族
に対するお気持ちを深 く感 じた
からです。昨年、H・ ムンが手

紙を書きましたが、その手紙は

届いたのでしょうか。
私は、エーデ (Ede)の 民族で

あり、共通語について理解 して
いない部分もあるのですが、ど

うしてもこの手紙を書きたかつ

たので、何か失礼なことがあっ

たら、お許 しください。

最後に里親 さまとご家族のご

健康や ご幸福をお祈 りします。
もしお時間が許 したら、お手紙

を下さい。待つています。
H。 ネット・ニエ

里親 さま

私はフックです。これまでお

礼の手紙を差 し上げることがで

きず、本 当にすみ ませ んで し

た。里親 さまに手紙を差 し上げ

ることを怠けていたとい うわけ

ではなくて、実は6月 に里親 さま

に手紙を差 し上げたのですが、

郵送途中で私の手紙がなくなっ

て しまい、里親 さまのところに

届けられませんで した。ですか

ら遅 くなったことをお許 しくだ

さヤヽ (注 :里子の手紙はその子
の学校→学校がある地域の奨学

会→ホーチ ミン市にある青葉奨

学会→ 日本のベ トナム子 ども基

金へ と届きます。その送付過程
で手紙が紛失 したものと思われ

ます)。 今、私は学校で午前か

ら午後までずつと勉強 し、さら

に家に帰つてまた勉強をするの

でとても忙 しいのですが、今夜
ちょっと時間を空けて里親 さま

に手紙を書いています。
去年の成績についていえば、

英語の成績がちょっと下がつて

しまいがつか りしました。後期
の英語 の成績 は 「良」で した

が、学年全体 としての成績 は
「優」を得ました。努力 して優

秀な成績を修めたので、一応気

持ちが少 し落ち着きました。で

も、今、英語能力についてとて

も悲 しく心配 しています。なぜ

なら、ほかの理系の科 目を勉強

する時間を減 らして英語を一生

懸命勉強 したにもかかわ らず、

成績が上が らなかったので、悲

しくてたまりません。
あと1年 でこの愛着ある母校

レ・クイ・ ドン高等学校を卒業
して、新たな人生の道を迎える

ときにな ります。私はテクノロ

ジー技術大学 と医薬大学 とい う
2つの大学を受験 したい と思つ

ています。大学受験までに両親

や先生方のア ドバイスを参考に

し、どんな専門分野のどんな大

学に進むかをよく考えて決めた
いと思います。

今学期の目標は高校生時代の

良い思い出作 りのために何かを

や りたいと思つています。 この

前、我が校で数学の考査試験を

受け表彰 されま した。それで次
に県全体の第1回数学考査試験を

受けることにな りました。 この

試験 に良い結果 を修 めるため

に、里親 さま、私を励ま してく

ださい !

振 り返つてみると、小学校の5

年生だった私は今や高校3年生と

な りま した。長い間、里親 さま

と青葉奨学会の皆 さまからたく

さんの激励や支援をいただいて

いることにな ります。そのおか

げで私 は勉強が順調 に続 け ら

れ、私の家族の負担 も軽 くな り

ました。言葉に言い表せないほ

ど心か ら感謝 しています。里親

さま、青葉奨学会の皆 さま、本

当にありがとうございます。
それでは、里親 さまと青葉奨

学会の皆 さまの健康をお祈 りい

たします。さようなら。
ファム・フウ・フック

里親 さま
1年ぶ りにまた里親 さまへのお

手紙を書 く機会があつて、よか

ったと思います。里親 さまとご

家族の皆 さまはお元気ですか。
里親 さまが楽 しく幸せに過 ごさ

れることを望んでいます。
この1年、家族、親類、友だち

のことから自分のことまで私に

とっていろいろな変化があ りま

した。私はベ トナムの田舎に生

まれて、ほかの家族 と同じよう

にお米による生活を送つていま

す。子 どものころ、母は父が亡

くなったことで神経質になって

しまいました。それで、私たち
の家族を支える人は祖母にな り

ました。祖母にとつて農家の仕
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事は本 当に大変なのです。親類
と近所の手を借 りて私たちの生

活は何 とかやってきま した。私
たちきょうだいはだんだん成長
して、今では 自分の生活 を自分
で支えるよ うにいろいろなこと

をや つて、祖母 を手伝 えるよ う
にな りま した。祖母は今年 75歳

にな り、以前 よ り年取ってきた
ので、姉は私たちの学費 と生活

費を背負わなければな らな くな

りま した。私たちはいつ も祖母
のために頑張つて勉強 しなけれ

ばな らない と心がけています。

祖母のそばにいるときは、祖母

と手 をつ ない で祖 母 と話 しま
▼
)~。

今年私は高校 3年生にな りま
した。学生時代の大切な時期だ
と思います。将来を信 じ祖母 と

周 りのいろいろな人のために、
社会に役立てるように一生懸命
勉強 したいと思います。

里親 さま、ずっと励ま しをい
っぱいいただいてきま した。里

親さまか らの愛情は、私にとつ

て人生を信 じて生きていく糧に

なっています。雨が止んだらき
つといい天気になる、とい うの

を信 じるようにな りま した。本
当にありがとうございます。

ドゥオン・ヴァン・ラム
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書き始めます。なぜか とい うと

昨 日の夜、私の夢で里親 さまが

私の家にい らっ しゃったことを

話 したいか らです。本 当に うれ
しかったです。子 どものころか

ら私 を探 しにきて、私の名前を

呼びなが ら頭 をなで髪 にキス し
て くれ る人をずっ と待 つていま
した。それは今 日の夢の中で し

たが、里親 さまが来て くだ さっ

て、や つと私の夢がかないま し

た。言葉は違 って も、心 と心の

間に壁はなかったと思います。

今、私の新たな 目標 は里親 さ
ま と日本語で話す ことです。私
は 日本語 を勉強 します。いつか

里親 さまに 日本語で手紙 を書き
たい と思っています。 これか ら

学校に行きます。

今 日は、元気が出るよ うな気
が します。今度 もっ と長い手紙

を書こうと思います。

元気で過 ごして ください。最
近ベ トナムでは風邪 を引いて し

ま う人が増 えています。 日本の

様子はよく分か りませんが、里

親 さまも気 を付けて くだ さい。
では、ここでペ ンを置かせてい

ただきます。里親 さまがいつ も

元気で幸せであることを願 って
います。

ヴァン・アイ・ハン

り申し上げます。
今 日、ハノイ薬科大学の合格通
知書をもらって、す ぐに里親 さ
まへ手紙を書いています。高校
卒業試験の成績は「優」で、第 1

志望だった薬科大学にも合格で

きました。将来、薬品を作つて

親せきやみんなの病気を治す夢
があ ります。ですから、夢の一

部が実現できたといえるで しょ
う。 これから、 さらに夢をかな
えるために、大変努力 しないと
いけないと自覚 しています。一

生懸命頑張 りたいと思います。
「成功へ結ぶ道は怠け者の足元
にはない」の言葉通 り頑張 りま

す。
私も家族のみんなも里親 さま

や奨学会の皆 さまに感謝の気持
ちでいっぱいです。おかげで自
信や希望を持って、勉強に集中
できました。将来、いくら困難
があつても努力 し頑張 りたいと

思います。
最後にな りましたが、里親 さ

まいつ もあ りが と うございま

す。里親 さまのご健康、ご幸運
をお祈 り申し上げます。
グエン・ティ・タイン・フェン

補足 :「成功へ結ぶ道は怠け者
の足元にはないJは、ベ トナム

のことわざで 「努力 しないと、
成功できない」 とい う意 味で

す。

里親 さま 里親 さま

今は朝 5時です。私は起きた  初めに、里親 さまとご家族の

ばか りで、里親 さまへお手紙を  皆 さまのご幸運、ご健康をお祈

0事務局から

◆ご入金報告 ご支援ありがとうございました。 (順不同・敬称略)(新)は新会員
2009年 7月  里親基金 中台正四 村谷和代 持田利子・不日正 海老澤純子 柴田敦子 牛丸チヨ 飯田一男

一般基金 DANG BA KHOI 賛助基金 光武福見 。まち子

2009年 8月  里親基金 野村利実 兵頭史朗。一乃 兵頭澄乃 三戸雄造 柱仲子 早坂敏和 早坂美紀 岡崎滋子
原田隆子 窪寺裕子 一般基金 渡辺すみ子 HIROKO EOVINO 賛助基金 伊際緑 (新)糸円)|1敦子
黄梅基金 久光守

2009年 9月  里親基金 藤田専二郎 高橋正利 神徳和郎 呂新一 小池 ミツ子 一般基金 河辺文代
賛助基金 羽原亜紀子 (新)河 辺文代

2009年 10月  里親基金 中台正四 百武篤志 神谷尚代 高田信夫 (新)南 康雄 吉田紀子 金城清喜 鹿子嶋桂子
照井保 中原和夫 西野由美 市来未帆 福田和子 福田修 野村利実 一般基金 中原和夫

2009年 11月 里親基金 百武篤志 高柳直正 樋川好美 小堀敬子 北村久美子 唐澤輝雄 大木秀子 (新 )

小沢光子 (新)中 台正四 中里順子 但馬尚子 一般基金 安藤鈴子 賛助基金 黒羽宏 橋本進司 近藤昇

2009年 12月 里親基金 三好重仁 DINH NGOC ANH 野村利実 工藤裕子 今井幸恵 岡準造 松石陽子 大宮薫
古賀恵一 柴田愛子 福島三恵 本問きく 小河原理枝 橋本誠勇 佐藤春美
学生里親基金 NGUYEN QUANG HUNG 一般基金 佐々木和子 近藤昇 賛助基金 近藤昇 佐藤吉信 虎川誠

2010年 1月  里親基金 中台正四 笠原省三 中嶋正明 関根雅彦 上野義美 並木康信 中達秀世 田中育子
角田依里 雨官徹 一般基金 ACA― アクア

2010年 2月  里親基金 清水匡 波邊洋子 小川寧之 岡村多美子 高橋笙子 栗原静子 関武雄 。すみ江
山本哲也 菊池幸子 岡野英一 渡邊華子 学生里親基金 NGUYEN THANH PHUC 賛助基金 関武雄 。すみ江
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2010年春の木運動 櫛田鉄雄 樋川宏子 岸田範子 中原和夫 NGUYEN THANH PHUC 鶴尾能子 佐々木和子

三村敏子 中林妙子 高橋作太郎 高橋笙子 馬場喜代子 松石陽子 高田信夫 小田正和 長瀬 りつ 加藤純二

米花伸子 佐藤吉信 金井健吾・雅子 (有)サ クセス・ファーム 服部泰子 松田幸子 菊地美佐子

青葉奨学会沖縄委員会 岡田千栄子 南康雄 海老原かつ子 斎藤敦 鋪木美穂子 菊地幸子 福田和子

福田修 早乙女和義 小原洋三 角田依里 石森順子 関麻三子 海老澤純子 本間きく 柴田愛子 小林正敏

池島智世 DANG BA KHOI 横野令延 椙山あや子 中村伸 黒羽宏 渡辺すみ子 小河原理枝 門屋千重

塩入豊子 小林宏男 草問俊介 種田誠 近藤昇 吉田紀子 丼上宮雄 唐澤輝雄 栗原静子 千賀恒雄

工藤幹雄 高橋強 西野由美 元川暁子 今井幸恵 吉原 とも子 山本剛彦 鹿子鳴桂子 奥山義夫 中畠正喜

中谷ギア 近藤玲子 開発宏 細川敦子 浅利幸江 川名一幸 山田桂子 神谷尚代 所やよい

・ベ トナム子 ども基金への ご寄付は、下記の口座にお願 いいた します。NPO化で口座番号が変わりました

日座名 (共通)特 定非営利活動法人ベ トナム子ども基金 (カナ):ト クヒ)ベ トナムコドモキキン

里親基金用 (一 般、賛助基金を含む)

郵便振替 001006546799  銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121865

責梅基金用 (個 別寄付、学校建設を含む)

郵便振替 0013C14552361  銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121873

◆事務局だより

シンチャオ ! 会員様の中には、テ ト (お正月)をベ トナムで里子と一緒に過ごされた方もお り、喜び

いっぱいの帰国報告をいただきました。一度ベ トナムでテ トに里子たちと過ごしてみたいものですね。

NPO法 人化の作業に追われ、子 ども基金通信の発行が遅れましたことをおわび申し上げます。今年はベ

トナム留学生などを講師に迎え、ベ トナムについての勉強会を毎月行つていく予定です。留学生の日本語

の勉強にもなり、また、現在のベ トナム留学生の考え方を実際に聞くことのできる、とても楽 しい会で

す。 どなたでも参加可能ですので、知人・友人をお誘いの上ご参加 ください。皆さまとお会いできますこ

とを楽しみにしてお ります。  事務局 樋川

◆事務局応援スタッフ募集 !!
ベ トナム子 ども基金事務局では、一緒に事務局運営を手伝っていただける方を求めています。NPO化 と

なって、ますます支援の輪を拡大して、今後とも持続的な活動を行つていくために、皆さんのお力をお貸

しください。ベ トナム子 ども基金通信の編集や里子履歴票の発送作業、イベン トやプロジェク ト企画な

ど、さまざまな活動にお力を貸 してください。

ベ トナム青葉奨学会 OUY HOC BONG LA XANH 電話 :84-8-8477359 FAX:84-8-8477527
C/O TRUONG NHAT NGU DONG DU 43D/46 Ho Van Hue, O Phu Nhuan, Ho Chi Minh, Viet Nam
「ベ トナム子ども基金」は、ベ トナム現地の「青葉奨学会」を通 してベ トナムの子どもに

奨学金・支援金を贈つています。

◆ベ トナム子ども基金会員募集 !破人・知人をお誘いください。ご協力をお願いします1)

里親基金 :年額1口 20,000円

学生会員 :年額 1口 10,000円

特定の子 どもに 「里子」として奨学金を支給する「里親」になつていただきま

す。ベ トナム青葉奨学会から、子どもと家族の状況を説明する履歴票が届き、

里子との手紙のや りとりができます。

一般基金 :年額 1口 12,000円
子どもたち全体の 「里親」という関係を想定しています。通信を通じて会の運

営報告、子どもたちの様子などをお伝えします。

賛助基金 一般基金に準 じます。金額、回数などいつさい自由です。

学校建設黄梅基金
青葉奨学会と相談の上、ベ トナムの辺地に学校を建設 します。該当学校に青葉

奨学金を併設することも可能です。

個別黄梅基金 :1口 30万 円以上
個人またはグループで黄梅基金を設立し、預金利子を奨学金 とします。基金の

塔前、支援地域・学校等は、ご相談の上決定します。

べ トナム黄梅基金 :1口 10,000円 複数のベ トナム子ども基金会員で基金を設立し、預金利子を奨学金 とします。

発行人 :近藤昇 編集人 :黒羽宏
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